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全体概要 

減らせ突然死プロジェクト 
 
【プロジェクトの目的】 
心臓突然死に対する認識と予防することの重要性を国民に周知
するとともに、突然の心停止に対して、全ての国民が勇気を持
って心肺蘇生法を実施し、AEDを使用することができるように
普及・啓発を行うことを目的としています。 
  
 
【事業内容】 
１．キャンペーンサイトの立ち上げとコアコンテンツの提供 
 キャンペーンサイトを立ち上げ、プロジェクトの趣旨・意義を紹介するとともに、こ
れまでに心肺蘇生やＡＥＤで救命活動に遭遇された事実をとりあげ、映像化、コンテ
ンツ化し、広く紹介していきます。メッセージムービーやポスターなどのコンテンツ
は、広く共有し、講習や医療機関等で活動の趣旨に賛同する方が利活用できるように
します。全国で本プロジェクトに関連する取り組みを随時取り上げ、情報を共有する
とともに、トピックスとして発信していきます。 
 

２．SNSを活用した情報共有の促進 
 キャンペーンサイトと連動したフェイスブック（ＦＢ）ページ等を立ち上げて、ソー
シャルネットワークによる口コミにより、全国の関係者が自由に投稿でき、情報共有
できる場を育てていきます。 
 

３．各地でのイベントの共催、情報共有 
大都市圏（東京、大阪、名古屋）でのコアイベントを共催し、AED導入10年の成果
と課題を検証。次なる課題を考えるとともに、話題提供をしていきます（イベントの
主催は各地域の関連団体。実行委員会が共催し、連帯感を生みだすとともに、情報発
信力を強化します）。 
 

４．メディアを活用した情報の拡散 
 報道機関で取り上げられた情報をキャンペーンサイトで紹介すると供に、プロジェク
トからもトピックスを定期的に発信する事で、社会に持続的に情報を提供し、拡散を
図ります。 
 

５．効果の評価 
 キャンペーン前にＮＨＫと協力し、全国規模の意識調査を実施。課題の整理を行いま
す。心臓突然死対策は、世界共通の課題であり、本キャンペーンの成果、経験を国際
的にも広く役立てることを目指します。 
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その他：NHKも独自にプロジェクトを立ち上げ、本プロジェクトと連動する 



●７月５日（土） 市民フォーラム AED導入10年目プロジェクト 減らせ突然死～使おうAED～    
 主催：特定非営利活動法人愛知万博記念 災害救急医療研究会 

平成26年度活動実績 

●７月６日（日） 第1回 NEXT GENERATION マッチ  
 主催：NPO法人 松田直樹メモリアル 

●９月７日（日） 救急の日２０１４  
 主催：厚生労働省、消防庁等  

●７月２７日（日） 心臓突然死 ～AED導入10周年記念シンポジウム～ 

 主催：NPO法人日本不整脈学会、NPO法人日本心電学会  



● 朝日新聞 医療サイト apital に連載 

 減らせ突然死 ～ＡＥＤ１０年目の想い～ 

 突然の心停止から命を救う「自動体外式除細動器（ＡＥＤ）」が、国内でも一般の人が 

 扱えるようになって１０年。「減らせ突然死」を合言葉に集まった医師たちが、さらな 

 る普及を訴えます。 《「減らせ突然死、使おうＡＥＤ」プロジェクト》 
 

2014年 

 6月24日  ＡＥＤで救える命を自分が救う世の中へ  

 7月 1 日  《心臓突然死の基礎情報１》どんな人に、どこで、どんな時に発生している？ 

 7月 8 日  《心臓突然死の基礎情報２》心肺蘇生とＡＥＤの効果と実態  

 7月15日  《心臓突然死の基礎情報３》心臓突然死を予知できるか？  

 7月22日  学校へのＢＬＳ導入と「ＡＳＵＫＡモデル」 

 7月29日  学校における心肺蘇生の普及の状況  

 9月 3 日  9 月 7 日（日）イベントのご案内～「救急の日」に向けて～ 

 9月 9 日  学校への心肺蘇生教育導入の課題と展望 

 10月21日 アスリートだからこそ知っておきたいＡＥＤ～２０２０年に向けて～ 

 10月28日 スポーツ中の突然死 

2015年 

 1月９日  学校への心肺蘇生教育導入に向けた取り組み～小学校安全教育副読本の発刊～ 

 ２月１７日 赤十字の試み 技術の伝達から動機づけの教育へ 

●９月７日（日） ＡＥＤをもっと身近なものに 
           ～救命知識の普及と地域におけるドラッグストアの役割～  
 主催：減らせ突然死プロジェクト  

●ＪＲ西日本旅客鉄道 駅構内の液晶画面にて「命の記録ＭＯＶＩＥ］の放映 

 放映期間  8月29日～9月29日 

 放映回数  9/11までは、約10分に1回の間隔で放映 
      ※ 9月12日以降は、状況により変更あり 

 



●ＮＨＫによる配信 

 

4月22日 ニュースウォッチ９   「AED 迷わず使う」 

4月22日 NEWS WEB    「減らせ突然死」 

4月23日 おはよう日本      「使おうAED」 

5月7日   ニュースウォッチ９ 「AEDと心臓マッサージはセットで」 

5月8日   おはよう日本          「使おうAED 自治体の模索」 

5月19日 使おうＡＥＤ１       「減らせ突然死 使おうAED（１）」 

5月27日 ニュースウォッチ９ 「スポーツの現場にAEDを」 

6月19日 使おうＡＥＤ２       「大切な人の命を守るために」 

6月19日 使おうＡＥＤ３         「ＡＥＤと心臓マッサージはセット」 

6月19日 使おうＡＥＤ４         「スポーツの現場にＡＥＤを」 

6月20日 ニュースウォッチ９ 「命を救うのは 私たちの勇気」 

6月30日 使おうＡＥＤ５       「減らせ突然死 使おうAED（２）」 

6月30日 使おうＡＥＤ６       「命を救うのは 私たちの”勇気”」 

7月6日   NEWS WEB           「松田直樹さんの追悼試合とＡＥＤ講習会」 

7月22日 おはよう日本          「ＡＥＤ見えてきた課題」 

7月28日 ニュースウォッチ９ 「夜間・休日 いつでもＡＥＤを」 

8月7日   使おうＡＥＤ７       「夜間・休日 いつでもAEDを」 

8月29日 使おうＡＥＤ８       「使おう ＡＥＤ」 

8月29日 使おうＡＥＤ９         「ＡＥＤ 自治体で活用を」 

8月29日 使おうＡＥＤ１０      「ＡＥＤ 見えてきた課題」 

8月29日 使おうＡＥＤ１１      「減らせ 突然死」 

9月7日   NEWS WEB           「９月９日は救急の日 ＡＥＤを知って」 

11月３日  ニュースウォッチ９  「救助者が抱える心の負担」 

11月３日  プレマップ      「ここに、公共放送 減らせ突然死 使おうAED」 

12月16日 ニュースウォッチ９  「寒さに弱いＡＥＤ 氷点下で命を救うには」 

12月19日 おはよう日本           「小学校向け「AED」副読本を無料配布」 

 
 

●YAHOO!JAPANニュース 

6月16日 約2割の医師が、AEDの利用について「自信がない」「できない」 

●日本経済新聞 夕刊 

7月3日 「AED解禁１０年 普及３０万台 活用は途上」（MedPeerとの共同調査） 

●朝日新聞 夕刊 

1月9日 ＡＥＤの大切さ、小学生にも 医師ら、副読本５万部作成 「助け合いの精
神学んで」 

●朝日小学生新聞 

1月18日 AED 『もしも...に備えて使い方を学ぼう』 

●ＦＢＳ（福岡放送） 

9月9日 NEWS５ちゃん 「AEDから10年」 



● ７月１日（火） 朝日新聞 AED啓発特集として全面広告の掲載 



● Facebook（4/22OPEN） 平成27年3月25日現在の状況 

いいね数：4,358 

【アクセス数】 
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HP：http://aed-project.jp/ 

Facebook：http://on.fb.me/1kPomK8 

ホームページ 

http://aed-project.jp/
http://aed-project.jp/
http://aed-project.jp/
http://on.fb.me/1kPomK8


動 画 
命の記録MOVIE （60秒）×4タイプ        

アスリートからのメッセージ動画 （随時追加予定） 



HPからダウンロードできる広告ツール 
 自由にダウンロードして使用できるものとしています。 

１年に約１８００人がＡＥＤのボタンを押している。 

ＡＥＤは、使えることでＡＥＤになる。 

ロゴやバナー       

ポスター       



HPからダウンロードできるツール 
 自由にダウンロードして使用できるものとしています。 

１年に約１８００人がＡＥＤのボタンを押している。 

ＡＥＤは、使えることでＡＥＤになる。 

減らし突然死プロジェクトのチラシ と  AED設置ガイドライン       



小学校安全教育副読本 

「命を守る 心肺蘇生・ＡＥＤ」  

学校教育導入を条件に５万部無料配布！好評を博しました。 

先生向け解説書 


